
 

 

 

 

 

 

 

 

計算物質科学の分野では、多くの有償・無償ソフトウェアが

開発・公開されており、ユーザーは目的に応じてこれらのソ

フトウェアを利用することができる。ソフトウェアを探す際に

は、Google などで検索を行うことが多いであろうが、膨大な

検索結果のなかから自分の目的にあったソフトウェアを探す

ことは、骨の折れる作業である。さらにソフトウェアのインス

トール作業の煩雑さが、初心者にとって最初の障壁となるこ

とも多い。 

MateriApps はソフトウェア情報を効率よくユーザーに提供す

ることを目的とした、物質科学計算ソフトウェアのためのポ

ータルサイトである。MateriApps では、国内外で開発された

260 以上の物質科学アプリやツールについて、その概要や

特徴を掲載することで、ソフトウェア開発者の広報活動を支

援するだけでなく、実験家や企業研究者、学生が計算物質

科学ソフトウェアを使い始める上で有益な情報を発信してき

た。MateriApps は 2013 年に開設され、現在では毎月平均し

て 15,000 程度のページビューをもつ、世界的に見てもよく利

用されるポータルサイトとなっている。MateriApps では, ユ

ーザーが新たにソフトウェアを使う最初の一歩の敷居をでき

るだけ下げることが目標の一つとなっており、強力な検索機

能が特徴となっている。また、2018 年のリニューアルでは、

ユーザーがアプリを選ぶための参考情報をより充実させる

ために、新コンテンツである「レビュー」と「アプリコンシェル

ジュ」が追加された。「レビュー」では、アプリのインストール

方法や簡単な利用法が掲載されている。また、「アプリコン

シェルジュ」では、ユーザーから頂いた計算物質科学やアプ

リに関する質問・要望と MateriApps 開発チームによる回答

や、計算手法に関するキーワード・関連アプリの説明などが

掲載されている。また関連した活動として、統合環境

MateriApps LIVE!の開発を行っており、主要なソフトウェアを

面倒なインストール作業なしに試用できる環境を提供してい

る。現在、MateriApps は東京大学物性研究所が運営を行っ

ているが、2019 年にはソフトウェアの普及・広報活動が評価

され, 「文部科学大臣表彰(科学技術振興部門)」を受賞した。 

本発表では、MateriApps の概要とアプリの検索方法の詳細、

レビューやキーワード解説などのコンテンツを紹介する。ま

た、MateriApps LIVE!による強相関系の解析例などについて

もデモンストレーションを交えつつ紹介したい。 

 

 

 

図 MateriApps のトップページ 
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(5) ポスター発表 

物質科学シミュレーションのポータル MateriApps 
MateriApps – Portal of Materials Science Simulation 
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